


 〜人道のひかりが世界をつなぐ〜

　日本赤十字社は、紛争や災害で苦しむ人々に

寄り添い、「人道」への理解を深めていただくこと

を目的として、赤十字の創始者 アンリー・デュ

ナンの生誕の日である5月8日の世界赤十字デー

を中心に、全国各地の歴史的建造物などのレッ

ドライトアップを行っています。

　青森県内では、平成30年度から国土交通省 

東北地方整備局 岩木川ダム統合管理事務所 様

のご協力により、世界遺産白神山地にあります「津軽ダム」のライトアップを行ってお

り、5月8日（土）19:00～ 21:00の限定で津軽ダムの巨大な堤体が赤く染まりました。

　津軽ダムのレッドライトアップは、新型コロナウイルスの影響により2年ぶり3回目

の開催となりました。

　道の駅「津軽白神」から車で10分、静かな森の中にライトラップされたダム

が浮かび、レッドライトが反射した木 と々星空のコントラストがとても幻想的

で、多くの写真愛好家がカメラを構えていました。

“知る、見る”赤十字“知る、見る”赤十字

県 内
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　義援金は、災害により生命・財産に大きな被害
を受けた方 に々対し、被災者の当面の生活を支え
ることを目的としています。受け付けた義援金は
被災された方 に々迅速かつ公平に配分されます。
現在受付中の国内災害義援金と受付期間は以下
のとおりです。

●令和3年7月大雨災害義援金
 2021年10月31日（日）まで
●令和2年7月豪雨災害義援金
 2022年3月31日（木）まで
●平成30年7月豪雨災害義援金
 2022年6月30日（木）まで

※受付期間までにご入金いただけますようお願い
致します。

日　赤　あ　お　も　り（２）　令和 3 年 8月 1日（季刊　年４回発行） 第 404 号

赤十字事務担当者研修会をオンライン形式で開催

〜34の地区分区から41名の職員が参加〜

　5月21日、青森県支部は、県内の福祉事務所や各市町村で日赤の業務を担う職員

を対象に「日赤地区分区事務委員等研修会」を開催しました。

　2年ぶりの開催となった研修会は、新型コロナウイルスの影響を考慮し、県内の各

市町村をオンラインで結び、34の地区分区から41名の職員が参加しました。（オンラ

イン形式での開催は初めて）

　研修会に先立ち、神事務局長が挨拶を述べ、

赤十字活動を支える「力強い柱」としての協力を

呼びかけました。

　その後、参加した職員は、支部職員から赤十

字に関する講義や事務について説明を受け、赤

十字活動に対する理解と知識を深めました。

●青 森 献 血 ル ー ム　　 フリー　
ダイヤル 0120ー649ー489　青森市長島1丁目3番1号　日赤ビル4階

●弘前献血ルーム「CoCoSA（ココサ）」　　 フリー　
ダイヤル 0120ー768ー489　弘前市駅前町8ー1　大町タウンビル2階

●青森県赤十字血液センターホームページ　https://www.bs.jrc.or.jp/th/aomori/index.html
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■全血献血／9：30〜12：30、13：45〜17：00

■成分献血／9：30〜11：50、13：45〜16：20

献血ルーム

受付時間

－熱中症にも十分な対策と予防をー

　世界中が新型コロナウイルス感染症に立ち向か
う中、私達はマスクを着けて過ごす時間が以前よ
りも格段に長くなっています。マスクを着けてい
ると、呼吸によって身体の熱を体外に発散できず、
熱が体内にこもってしまいます。
　そして、マスクによって口の中が保湿されるた
め、喉の渇きを感じにくくなり、また、マスクを
着けていると水分補給を億劫に感じることなどか
ら熱中症のリスクが高まっています。
　日本赤十字社広島県支部では、コロナ禍での
熱中症予防を呼び掛ける動画を公開していますの
で、是非、ご視聴ください。
https://www.youtube.com/watch?v=g9g61og7Z9o

献血のご協力にあたり以下の事項についてご確認くださいます

よう、よろしくお願いいたします。

1  献血の条件について

2  献血をお受けできない基準について（一例）

　 ①輸血や臓器移植を受けたことがある。

　 ②3日以内の出血を伴う歯科治療や服薬（献血可能なお薬も

ございますので、お薬名をお知らせください。その場で

お調べいたします）。※血圧、高脂血症、高尿酸値等の

生活習慣病の薬は問題ございませんが、体調等を含め、

当日の検診医が判断させていただきます。

　 ③24時間以内のインフルエンザ予防接種や海外から4週間

以内の帰国。

3  献血のお願い

　 ①空腹時の献血は体調不良を起こしやすいため、できまし

たら食事の摂取をお願いします。

　 ②献血後の激しい運動やサウナは、危険ですのでお控えください。

　 ③献血カードを持参していない方は、運転免許証等の本人確認できる証明書をご用意願います。

～一般社団法人 生命保険協会青森県協会が立て看板を寄贈～
　この度、一般社団法人 生命保険協会青森県協会（以下、（一社）生命保険協会）か

ら青森県赤十字血液センターに対し、献血の更なる普及啓発のために役立ててほし

いと献血周知用の立て看板が寄贈されました。

　（一社）生命保険協会では、毎年、県内の生命保

険会社に協力を呼びかけ、積極的な献血を行って

います。

　5月14日、青森県支部を会場に行われた立て看

板の寄贈には、（一社）生命保険協会から加藤秀俊

会長が出席され、青森県赤十字血液センターの葛西

所長より、感謝の言葉と支部長感謝状の贈呈が行

われました。

　寄贈された立て看板は、弘前献血ルーム CoCoSA

に設置されています。

献血の更なる普及啓発

寄贈された立て看板を中心に記念撮影に
応じる（一社）生命保険協会の加藤会長（右）

いざという時のために備えよう！

～アナウンサーらが心肺蘇生を体験しました～
　7月7日、青森県支部は救急法基礎講習会を開催し、青森放送株式会社

（RAB）の社員5名が心肺蘇生やAED を用いた除細動について学びました。

　指導にあたった三浦指導員は自身の体験を踏まえ、救助者自身の安全を確保

することや一次救命処置の必要性について説明しました。

　その後行われた実技では、正確な胸骨圧迫の方法やAEDを用いた除細動の手順を

中心に、訓練人形やAEDトレーナーを使用し体験しました。

　受講者からは、「心肺蘇生はまさに体力勝負。AEDが来るまで続けるのはかなり体

力が必要だと思った」「今回学んだことを活かし、倒れている人を見かけたときは自分

自身の安全を確保し、進んで救助にあたりたい」など

の感想が寄せられました。

　今回開催した救急法基礎講習会などの安全法講習

は、現在コロナ禍での実施要件として、3 つの密（密

閉・密集・密接）の防止や基本的な感染予防対策（手

指消毒・マスクの着用）、受講者の体調確認などの全

ての要件を満たすことが必要となります。

　救急法講習会など講習会に関するお問い合わせは、

事業推進課まで。

赤十字レッドライトアッププロジェクトin津軽ダムを開催

2年ぶりに堤体が赤く彩られた「津軽ダム」

オンライン形式で開催した研修の様子

胸骨圧迫の方法を確認する
RABアナウンサーの中村さん

撮影・提供：国土交通省 東北地方整備局
　　　　　岩木川ダム統合管理事務所

YouTube ▶

広島県支部が公開している動画

献血に関するお問い合わせは、青森県赤十字血液

センター 献血推進課まで　　☎017-741-1512

新型コロナウイルス感染症対策 実施中

採血の種類

1回採血量

年齢

体　重

最高血圧
最低血圧
脈　拍
体　温

全 血 採 血
200ｍL 400ｍL
200ｍL 400ｍL

16～69 歳

男女50kg以上

90mmHg以上 180mmHg未満
50mmHg以上 110mmHg未満
40 回 / 分以上 100 回 / 分以下

37.5℃未満

男性：17～69歳
女性：18～69歳

男性45kg以上
女性40kg以上

男性45kg以上
女性40kg以上

ただし、65～69歳の者については、60歳に達した日から65歳に達
した日の前日までの間に採血が行われた者に限る。

18～69 歳 男性：18～69歳
女性：18～54歳

600ｍL以下（循環血液量の12％以内）
血漿 血小板

成分 採 血

献血にご協力くださる皆さまへ




